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Ligno cresol was prepared directly from native lignin in Japanese cypress wood meal- -p

and the powder EPR spectra were observed. By irradiation with near UV light, the phenoxyl

radical formation was recognized at room temperature. In addition, the alloyed plastic films

were produced with ligno cresol and polylactic acid, etc. through the extrusion molding- -p

using T-die technique, and the information was drawn on photochemical reactions.
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１．はじめに

これまでに，再生可能な植物資源から取り出し

た鎖状高分子素材“リグノパラクレゾール”を利

用して，太陽光・雨水の作用で分解性を発現させ

る複合プラスチックフィルム成形品を試作・開発

した ．この分解性フィルムの光分解過程を明ら１，２）

かにするため， （電子常磁性共鳴）法を用いEPR

て，そのフィルムや原料のリグノパラクレゾール

等の光化学反応性について検討した ．３）

２．実験方法

ヒノキ鋸屑木粉を出発物質としてパラクレゾー

ルを収着させる方法でリグノパラクレゾールを製

造し，分解性フィルム作製用原料及び 測定用EPR

試料とした．

次に，ベースプラスチックにグリーンプラ（植

物由来生分解性プラスチックの略称）と呼ばれる

“リグニン誘導体を利用した環境調和型材料の開

発”に関する第７報
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ポリ乳酸を用いて，一軸押出成形機でリグノパラ

クレゾール等と複合化させる方法によりペレット

製造を行った．更に，こうしたペレットから -ダT

イ法による押出成形を通して分解性フィルムを作

製し，試料とした．

リグノパラクレゾールについては，粉体のまま

でブルカー -バンド の装置を使用してX ESP 380E

近紫外光照射（水銀ランプ）定常状態 スペクEPR

トルを観測した．またフィルム試料については，

ウェザーメーターで - - - に準拠して促JIS K 7350 2

進暴露させ，引張強度の測定と併せて スペクEPR

トルの観測を行った．

３．結果と考察

リグノパラクレゾール粉体とその分解性フィル

ムの光誘起 スペクトルを，図１に示す．EPR

粉体については１種，またフィルムでは２種の

光誘起ラジカル信号が室温で検出されたが，前者

には光照射前でも信号が出現した．両者の比較か

ら，中央の単一ピークは共にフェノキシルラジカ

ル（ ，リグノパラクレゾール由来 ，まg 2.0037＝ ）

たフィルムのもう１種の分裂ピークはアルキルラ






